
ＮＰＯ現代座

「昭和のコドモが
伝えたいこと」

～戦時中の紙芝居と歌を通して～ 第２回

私たちはどうして戦争を止めることができなかったのだろうか。
あの時代、人々の心はどうやって戦争へとコントロールされていったのだろうか。

子供向きの楽しい紙芝居では無く、大政翼賛会文化部によって戦意高揚のために作られた、
貴重な紙芝居がＮＰＯ現代座には、20 セットほどあります。この「紙芝居」を見て、いっ
しょに考えてみたいのです。

紙芝居「櫛」上演・みきさちこ 「爪文字」上演・木の下敬志

若い兵士が進駐した中国の街の店で ニューギニア戦線で全滅した部隊。
ベッコウの櫛を見つけ、母を思う 洞窟の壁には爪で書き残した遺書があった

海外植民地のコドモたち 木村快
父は子供 5人を残して出征した。見送った母のこと、植民地からの引き揚げを語る。
うた「梅と兵隊」「何日君再来」「海鷲だより」

日時：2015年８月１日(土)14:00～ 16:15 参加費：2000円(コーヒー・クッキー付)

２日(日)14:00～ 16:15 NPO現代座３Ｆ小ホール

◆各会 30人の予約制です TEL 042-381-5165 FAX 042-381-6987

NPO現代座
〒 184-0003 小金井市緑町

5-13-24

私たちは「こがねい

ピースアクション 2015」
に賛同しています


